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と呼ばれるものを､ Exchange Lemmaを用いることでつなぎ合わせ､解を構成する｡ 4.5節では4.4節で構成
した進行波解の安定性を調べるため､進行波解に関する線型化固有値問題を考える｡証明ではEvans関数
を導入することのによって､固有値問題は0固有値以外に非負の実部を持っ固有値を持たないことを示し
た｡さらに0固有値の代数的多重度が1であることも示した｡
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論文審査の結果の要旨
この論文は,反応拡散系における空間的なパターンを持っ解,特に定常解と進行波解の存在および安定
性について論じたものである｡
前半ではギーラー･マインハルト系におけるストライプ状の定常解について調べている｡
ギ-ラー･マインハルト系は生物のパターン形成を記述するモデル方程式で,数値シミュ　レーション
によって,スパイク状のパターンが現れやすくストライプ状のパターンは現れにくいことが分かっている｡
この事実を数学的に保証するためには,ストライプ状の定常解はたとえ存在したとしても不安定であるこ
とを示せばよい｡
この論文では線型化固有値問題をsLEP法と呼ばれる手法を用いて解析し,ストライプ状の定常解が強
･い不安定性を持っことを証明している｡ SLEP法はフロント型の遷移層を持っ解の安定性解析には強力な
手法モあるが,この論文の結果はSLEP法がスパイク状の遷移層を持つ解についても有効であることを示
した初めての例である｡
後半では燃焼を記述する反応拡散系について調べている｡微小重力環境における燃焼の伝播は,温度,
燃料の密度,酸素濃度を未知関数に持っ3変数の方程式系でモデル化される｡ここではこの方程式系に対
JL,解の存在と一意性,時間大域的な挙動,進行波解の存在および安定性といった,反応拡散系の研究に
おいて最も重要な問題について論じている｡
まず初期値間題の解の存在と一意性を半群の理論を用いることで示し,さらにある条件のもとでは解は
必ず-様な定常状態に収束することを証明している｡ 3変数以上の系における進行波解の存在と安定性を
示すことは,一般にきわめて難しい問題となる｡そのためにまず,ある種の極限問題を考えることによっ
て3変数系を2変数系の方程式に締約し,次に縮約された方程式における進行波解の存在と安定性を,特
異摂動法とEvans関数の理論を用いて証明している｡以上の議論を組み合わせることにより,元の3変数
系の進行波解の存在と安定性が示され,燃焼の伝播についての最も重要な数学的問題が解決されたことに
なる｡
以上の研究成果は反応拡散系理論の発展に貢献するところが大であり,自立して研究活動を行うに必要
な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがってこの論文は,博士(理学)の学位論文と
して合格と認める｡
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